
令和８年6月
新潟県産業労働部創業・イノベーション推進課

スノーテック・イノベーション
キックオフ フォーラム 取りまとめ



キックオフフォーラム概要 1

令和８年５月29日(金) 13:00 ～ 15:35日時

１ スノーテック・イノベーション概要 （13:05 ～ 13:15）
新潟県産業労働部 創業・イノベーション推進課
課長 藤田 拓志

２ 新潟県の人身雪害―現状と未来 （13:15 ～ 13:55）
長岡技術科学大学
教授 上村 靖司 様

３ 雪対策商品開発企業・団体による事例紹介 （13:55 ～ 14:35）
（１）屋根雪除雪機の開発プロジェクト

株式会社長岡金型
金型事業部 部長 髙坂 壮 様

（２）マッスルスーツシリーズ
株式会社イノフィス
営業開発本部 マネージャー 長澤 幸佑 様

４ ワークショップによる検討 （14:35 ～ 15:35）
・事故を防ぐために必要なこと
・商品アイデア
・行政に求める支援策 等

場所 NINNO3 会議室Ｆ

参加者 ６５名（現地４６名、オンライン１９名）

プログラム



「新潟県の人身雪害―現状と未来」を踏まえた整理 2

人的被害

〇 大規模地震などを除くと、雪害・風水害の方が発生頻度が高い
〇 毎年50～70人規模の死亡事故。その裏で、約15倍の死傷事故

〇 約２／３が転落で圧倒的に多い

〇 屋根からの転落のほか、ハシゴからの転落、どこから落ちたか分からない転落事故も存在

〇 新潟の場合、除雪機事故が多いのも特徴

雪害事故

本スライドについては、長岡技術科学大学上村教授の
資料を引用し、新潟県において作成
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法律上の整理

屋根雪下ろしは実施することが前提
自助による雪下ろし作業者を保護する法律はない

「新潟県の人身雪害―現状と未来」を踏まえた整理
本スライドについては、長岡技術科学大学上村教授の
資料を引用し、新潟県において作成
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雪下ろし時の安全対策の実態

約80%が何もしていないのが現状

「新潟県の人身雪害―現状と未来」を踏まえた整理
本スライドについては、長岡技術科学大学上村教授の
資料を引用し、新潟県において作成
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商品開発の方向性

完全自動化は理想だが、難易度が高い
今まで長時間を費やしていた作業を短時間で完了させるアプローチも必要
新しい商品を作るのもよいが、コストも時間もかかるので、既存商品の改良もあり

良い商品ができても、そもそも使われなければ意味がない。アンカーですら付けられて
いないことを考えると、一度つけてしまえば勝手に動く、もしくは使うことが相当簡単な
商品でないと商品化は難しいか。。。

「新潟県の人身雪害―現状と未来」を踏まえた整理
本スライドについては、長岡技術科学大学上村教授の
資料を引用し、新潟県において作成
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除雪作業の分解

「新潟県の人身雪害―現状と未来」を踏まえた整理
本スライドについては、長岡技術科学大学上村教授の
資料を引用し、新潟県において作成
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開発の経緯と未来

新しい道具が出るたびに効率も上がったが、新たな課題も生まれてきた

「×」に注目して、更に新しい道具を作るのか。既存の道具を機械化するのか。

「新潟県の人身雪害―現状と未来」を踏まえた整理
本スライドについては、長岡技術科学大学上村教授の
資料を引用し、新潟県において作成



ワークショップ結果 8

ワークショップ概要

１ ワークショップ時間：６０分間

２ 参加者：６５名（現地４６名、オンライン１９名）

３ ワークショップ進め方
① 議題提示

② 参加者による意見・アイデア投稿
・「Slido」アプリを活用し、スマートフォンもしくはパソコンから投稿
・投稿された意見は参加者全員に共有・可視化

③ 専門家等によるフィードバック
・可視化された意見・アイデアに対し専門的見地に基づき、フィードバック



ワークショップ結果 9Q1 雪害事故を防ぐために必要なことは？

大カテゴリ 小カテゴリ 内容 件数

積雪地に居住しない 4

不要な雪下ろしは避ける 1

1人で作業しない 5

屋根に上らない 2

知識の更新・雪の性質を知る 4

安全意識の徹底・意識改革 6

危険箇所の確認・事前準備 3

外に出ない 2

人体強化・けがをしない体づくり 2

雪下ろし自動化 2

雪を降らせない 1

除雪不要な家 2

雪が落ちる・積もらない屋根 3 ・はしごから屋根に移る先の半径１ｍだけでも自発的に、熱や電気の力で溶かす

雪を随時溶かしていく 1

作業実施判断 降雪予知 1

作業前の段取・準備 危険検知システム 1 ・屋根からの落下時に検知するシステム

雪下ろし省人化 1

除雪機の改善 1

付加価値 雪に価値を持たせる 1

・雪は今厄介者だが、逆転の発想で、もし雪に価値を持たせられるのならば、みんなで

奪い合うような状況が生まれるのではないか。

・雪自体を活用できるのではないか。

普及 低コストで達成できる安全技術の普及 1

落雪しない屋根 1

IT化 1

設備等ハード面の強化 1

その他

その他

WSでのコメント

安全意識

除雪回避

SLIDOアイデア

技術による

解決

除雪作業者の

意識向上

自動化

除雪



ワークショップ結果 10Q2 実現するための技術・商品のアイデアは？

大カテゴリ 小カテゴリ 内容 件数

雪が滑る塗布剤を開発して屋根に塗る 2

雪を積雪させない滑り安い屋根 1

屋根での人工雪崩発生装置 1

・少しずつ雪を降ろすことが、時間と労力のかかる話なので、一気に雪を落とすような人工雪崩を起こせれば、短時間

で除雪可能ではないかという発想

・ある程度雪がたまらない内に、少しの時間加温すると雪がバラバラと溶けてくれるので、そういうコントロールをしている

お客さんはいる

融雪システム 1

太陽光による屋根融雪 1

・雪は太陽光のエネルギーの９割ぐらいを反射してしまう。逆にコンクリートは太陽光を９割くらい吸収する。だから道

路に雪出していると雪がよく消える。この吸収率を上げることができれば、、、

・屋根の先端に黒色の突起物を設置し、太陽光の熱で温めることで、外側から内側にかけて雪を溶かしていく

着雪したタイミングで発熱するようなもの

（カイロが空気に触れてあったまるようなもの）
2

屋根融雪装置の作動にAiI技術を使う 1

作業実施判断 スノーハザードマップ 1

屋根形状に合わせた除雪手順作成（AI） 1

生成AIによるリアルタイムサポート

(ウェラブルカメラとヘッドセット)
2

・除雪作業中にヘッドセットやカメラを付けて、AIがカメラ画像から状況などを判断しながら、除雪作業者をサポート。

質問したらAIが回答もする

着るエアバッグ 1
・屋根から落ちるときにピンが外れて作動するエアバッグ

※同商品は既にあるが高価格？

雪おろし作業遠隔監視システム 1

ハシゴ昇降口だけの局所融雪設備 1

屋根昇降ルートだけ雪が積もらない屋根→1m

真四角の範囲だけスポットであと施工できる電

気ヒーター融雪設備

1

消雪パイプ屋根版 1 ・屋根に登ったところだけ温水を流して溶かす

ドローンで融雪剤散布 1

新潟県を挙げてのキャンペーン 1

雪害事故シミュレーションによる啓蒙 1

有名人による啓蒙 1

VRでの安全教育 1 ・屋根上から落ちたら、どれくらい危険かを体験できるVRコンテンツ

その他 地域での共同除雪体制づくり 1

啓発
その他

半自動

人力除雪

SLIDOアイデア
WSでのコメント

除雪

雪を滑らせる

崩す

融雪

自動除雪

作業前の

段取・準備



ワークショップ結果 11Q3 アイデアを実現するための課題は？

カテゴリ 内容 件数

雪質の違いへの対応 1

瓦屋根への対応 1

屋根材の耐久性(錆、腐食) 1

地形、インフラ 1

費用対効果 4

誰がお金を払うのか（補助金を含めて） 2

・開発費用を誰が負担するのかという問題は、そのままマーケットの小ささや利用できる期間の限定性とも密接に関係し

ている。こうした条件を踏まえると、単に費用の出し手を決めるだけでなく、そもそも誰が主体となって取り組むべきなのかと

いう点まで含めて、一体的に設計していく必要がある。

資材価格高騰 1

開発する人材不足 1

建設労務者不足 1

開発期間の短さ 1
・例えばロボットを開発・改良する場合、実証などを考えると雪が降っているシーズン内で実施することは困難で、なかなか

進まない。
実証試験が雪がある間しかできないので、製品

化に時間がかかる
1

実証実験の反復回数を確保する難しさ 1

マーケットが限定的 1

利用できる季節が限定的 1

ビジネスとして持続性のあるアイデアにならない 1

一時的で持続的な解決にならない 1

商品の普及方法 2

・雪が多く降る地域は高齢の方が多く住んでいるため、技術が発達してもどう受け入れてもらえるか、どういう形で普及させ

ていくかが課題

・導入する側の費用も考える必要がある

ニーズの多様さ 1

法規制 法例の整備、改正 2

データ不足 雪や作業を行うための情報が不十分 1

地域、世代を超えた雪に関する対話・共有 2
・地域によって雪の降り方、積もり方、質も異なるため、それぞれの地域にあった要素を入れていくと実際に使ってもらえる

商品に繋がるのではないか。

雪や雪かき体験などの経験値不足 1
・実際に雪かきしてもらって、本当に大変なことなんだということを多くの方に知ってもらえれば、新たなアイデアに繋がるので

はないか。

住んでる方の危機感 1

今までの経験と知識 1

雪国への理解 1

失敗をゆるす社会 1

その他

SLIDOアイデア
WSでのコメント

技術

費用

人材

期間

マーケット



ワークショップ結果 12Q4 行政に求める支援は？

カテゴリ 内容 件数

雪対策設備導入に係る補助金の拠出 1

技術開発補助金の補助率の拡大 1

実証 実証フィールドの提供 3 ・ドローン制御のための実証フィールドなど

県としての積極的な情報発信・購入推進 3

アイデア・技術・製品を集めたPRカタログ作成 1

雪対策への認定制度 1

様々な対話支援

(対話からのデータ抽出データ活用)
1

産官学のアイデアを共有するプラットフォーム作り 1

その他 自治体主導の屋根雪おろし 1

補助

場づくり

情報発信

SLIDOアイデア
WSでのコメント



アンケート結果 13

回答者数

23社28人／65人（回答率43.1%）

アンケート概要

名称 ：スノーテック・イノベーション 防災産業クラスター形成事業 キックオフフォーラム アンケート
期間 ：令和８年５月29日～令和８年６月12日
対象者 ：キックオフフォーラム参加者（現地・オンライン）
回答方法：WEBアンケートフォームより回答



アンケート結果（フォーラム全体） 14

Q1 フォーラム参加目的 （３つまで選択可）
Ｎ＝28



アンケート結果（フォーラム全体） 15

Q２ フォーラム全体満足度
○理由
（非常に満足）
・雪害対策の全体像がよく分かった。
・当方の知りたい情報を得ることができた。
・大学の知見、各企業の意見、非常に参考になった。
・自社ちの連携や新商品開発のために勉強になった。

（満足）
・技大の上村先生のお話で新潟県の雪害状況が良く分かった
・新潟県の雪害状況や課題を知ることができ、商品開発の参考になる事項もあ

       るかと感じた
・雪による人身被害の軽減に向け、行政、企業が連携しが新しい動きを始めたこ

       と。そのキックオフに参加できたこと。
・雪対策ツールの最新情報を得ることができた
・各社の取組みや直近の行政の考え方などが分かったことが良かった。
・各取り組みの内容をお聞きし、弊社でも貢献できることがないかの確認ができた。
・さまざまな業界・立場の参加者が居たため、多様な意見を耳にすることができた。
・多様な意見を元にゼロベースで問題を眺めることで、新たな切り口が発見できる

       可能性がある。
 

（普通）
・当社には直接的にはあまり親和性がなかった
・防災産業クラスターへの参加が目的だったのですが、スノーテックと同時開催だっ

       たので改めてスノーテックについて知る機会ができて良かった。ただ、防災産業ク
       ラスターの時間が短かったことが残念
 

（やや不満）
・資料のレイアウト崩れのため。

Ｎ＝28



アンケート結果（フォーラム全体） 16

Q３ フォーラム理解度 Q４ フォーラム時間

Ｎ＝28 Ｎ＝28



アンケート結果（第１部 スノーテック・イノベーション キックオフフォーラム） 17

Q５ 新潟県の人身雪害－現状と課題

○理由
（非常に良かった）
・上村先生の分析と今後の方向性が聞けて良かった

（良かった）
・私の勉強不足なだけかもしれませんが、もっと広く（様々な年齢層や事業者
に向けて）こういった話を聞いてもらった方が様々なアイデアが出るのではと感じた
・具体的な雪害の被害規模や状況を認識し、対策の必要性が理解できた。
・人身雪害が思いのほか多いこと、少雪地域に住んでいるとわからなかったことなど
参考になった。
・新潟県の雪害の状況が良く理解できた。
・上村教授のデータに基づいた分かりやすい説明が良かった。
・現状をよく把握できた

（普通）
資料のレイアウト崩れのため。

Ｎ＝28
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Q６ 事例紹介「屋根雪除雪機の開発プロジェクト」

○理由
（非常に良かった）
・機械化が進んでいることに感心した
・雪と関わりのなかった企業同士が連携して、雪問題に取り組むことは、オール新
潟の動きであり良いと思った。克雪住宅については、昭和の時代から研究されて
いましたが、異業種参入により解決が進むことを期待。
・機械、電気関係など各事業者の「得意技」の連携で除雪機の開発から実証ま
で実現しており、スノーテックイノベーションでも各社が人材/資金を投入すれば
実現できるという方向性を理解できた。

（良かった）
・実際の開発現場における試行錯誤や工夫点などが伝わってきた
・機械や装置の開発や商品化を行っているので、構造等興味深い点があった
・雪屋根除雪での死亡事故が多発しているので効果が出るといい

（普通）
・動画も拝見したかった。

Ｎ＝28

アンケート結果（第１部 スノーテック・イノベーション キックオフフォーラム）
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Q７ 事例紹介「マッスルスーツシリーズ」

○理由
（良かった）
・除雪作業に使ってみたい
・Web参加だったためスーツの試用はできなかったこともあり、どの程度の効果が見
込めるかのイメージがはっきりしなかったが、雪かきという重労働を的確にサポート
できるのであれば効果は大きい。個人以外に業務内の労災防止の観点からも
効果があるのではないか。
・除雪作業だけでなく、介護や農業等あらゆる現場で活用できそう。実際に体験
の場があれば良かったと思う。
・様々な用途に活用できるので伸びる分野ではないかと思う

（普通）
・一度体験してみたいと思った
・雪処理をするプロ向けと感じた。雪による死傷者の年代やカテゴリーに合わせて
いくと良いと思った。

Ｎ＝28

アンケート結果（第１部 スノーテック・イノベーション キックオフフォーラム）
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Q８ ワークショップ

Ｎ＝28
○理由
（非常に良かった）
・アイデア出しをする際に既にあるものなどは知っておきたいと思った。プラットフォー
ムを作ればその点、こんなのはあるよということをデータとして残していけばより良い
プラットフォームになろうかと思う。

（良かった）
・今後の社内でのワークショップで使用したい
・多くの参加者の意見が短時間で見える化できてよかった
・様々な意見が出され、興味深かった。
・slidoを使ったワークショップは初めてだったのですが、わかりやすくとてもよかった。
事前に課題が提示してあればもっと意見が出やすかったように思う。
・便利なシステムがあるのだと感じました。意見をすぐに拾い上げられマイクが向けら
れるので、後半は少し遠慮してしまった。
・アンケートアプリが効果的だった
・新しいツールを活用され、声の大小によらず意見を出しやすい仕組みだと感じた。
・オンラインでも参加できるスタイルで良かった。

（あまり良くなかった）
・ファシリテーターを県職員が担うのはなかなかハードルが高いと思うので、大学の
先生やコンサルなど専門知識のある方に任せた方が良いように感じた。アプリを
使って意見集約するのは面白かった。

アンケート結果（第１部 スノーテック・イノベーション キックオフフォーラム）
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Q９ R8年度事業の取組説明

Ｎ＝28

○理由
（非常に良かった）
・防災ワクチンのお考えがとても参考になった。弊社の沿線住民にも導入していき
たい。

（良かった）
・横断的な活動の重要性を再認識した
・当社は道路消融雪、斜面防災などを中心に事業を行っており、住宅やその周り
の雪処理はこれまで対象としていない。この会議に参加し、何かお役に立つことを
模索していきたい。

（普通）
・時間が短かった。展示会等への参加は検討したい。

アンケート結果（第２部 にいがた防災ステーション キックオフフォーラム）
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Q10 にいがた防災ステーションを活用した取組の受賞

Ｎ＝28

○理由
（非常に良かった）
・防災ステーションの活動がなければ本受賞はないと思う
・受賞おめでとうございます。
（良かった）
・受賞おめでとうございます。皆様の活躍が雪国での困りごとの削減につながると

     思う。
（普通）
・にいがた防災ステーションを活用し弊社で何ができるか改めて検討したいし、そう

     いう機会があれば積極的に参加したい。

アンケート結果（第２部 にいがた防災ステーション キックオフフォーラム）
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Q11 本フォーラムで得られた成果 （３つまで選択可）

Ｎ＝28
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Q12 今後の事業への参画意向

Ｎ＝28

アンケート結果（成果・今後の意向）
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Q13 今後プロジェクトで実施・取り上げてほしい内容 （複数選択可）

Ｎ＝28
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Q14 意見・要望

・産総研に「ナメクジゲル」があり雪が自然に落下するそうで、どのようなものか調べたい。

・スライドが文字化けしてしまっていたのが残念でした。

・事前でも事後でも構わないので、参加者のリストがいただけるとありがたい。

・課題として、直接の利益に直結しない研究開発費用を負担できる体力がある事業者以外
の参画を促すことが難しいと感じた。「AI活用推進ラボ事業」の他、土木部「令和8年度 新潟
県建設産業コラボレーション支援事業補助金」の「除雪の協力体制整備（除雪車動態管理
システム導入、危険個所のマニュアル化）」など、各種支援策を面的に活用するとともに、雪
害を含めた地域課題の解決に向けて事業者間の連携促進が図られるよう、専門家の視点か
ら助言に努めていきたい。

・新潟県民の人命を第一に考えた素晴らしい取組だと思う。弊社が道路から屋根に上がるた
めの技術開発を行うかどうかは分からないが、継続して参加しながら方向性を検討してみたい。
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